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　　After the Megaquake and tidal wave on March 11th 2011 in the northeastern coastal area of Japan, which it 
caused explosion of the nuclear plant, radioactive materials had discharged around the areas near the plant.　I 
obtained soil and other samples from the areas about 20 to 250 km away from the plant.　These were measured 
using the well type NaI （Tℓ） gamma-ray scintillation counter system.
　　Through two-years of surveying of the gamma ray spectra, I examined the time sequence of γ-ray intensity, 
namely decay curve.　I could estimate that these nucleides were 131I, 134Cs, 137Cs and possibly 131Cs, 132Cs, 136Cs.　
In addition, I also made contamination map based on the concentration of radioactivity （the ratio of radioactivity 
to mass） ranged about 350 Bq/g at most.　These data will provide knowledge for understanding the amount of 
discharged nuclear contamination level and the rate it is decreasing.
は じ め に
2011年 3月 11日午後 2時 46分に発生した大
地震（震源は東北地方太平洋沖M 9.0）による大





のため翌 12日午後 3時 36分には 1号炉建屋が水








































ステム : Aloka社製Model PS-201型
NaI （Tℓ）シンチレータサイズ : 3 inchφ×3 inch
光電子増倍管への印加電圧 : 640 V（井戸型シ
ンチレータの遮蔽円筒 : 直径 20 cm，内側の鉛
遮蔽厚 3.5 cm+外側の鉄遮蔽厚 2 cm）
MCAおよび そのスペクトル解析用ソフトウェ
ア : ラボラトリ・イクイプメント社製 PC98BX
型




















































震災・原発事故から 21, 24, 38, 44, 49日目のスペクトルの変化を示す。131Iの 365 keV γ線の光電ピー
クの高さの減少の様子が見て取れる。
これに比べ 134Cs，137Csからの γ線光電ピークの高さは変化していないことも見て取れる。
また Cs 特性 X 線のピークも見える。
図 1－A. 東北大学医学部キャンパス(仙台市街)の土壌のγ線スペクトルの経時的変化 
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38日後  (2011/4/18)                               44日後(2011/4/24) 
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①　短半減期核種 : 先ずはじめに事故後 20日
～50日に顕著な光電ピークを示した半減期が短





ラウンド : 事故後 21, 24, 38, 44, 49日）を図 1-A
に示す。
またMS-Excelを用いてデータ整理したピーク




た値である。これらから 131Iの 365 keV光電ピー
クが時間とともに顕著に減少していっていること
が見て取れる。これからこの核種の半減期は 8.42








の光電ピーク（後に説明する 605, 662, 796 keV）
はこの時点ではそれほど顕著ではなかった。なお
エネルギーが 32 keVの特性 X線は，131Cs（EC 
100%, 半 減 期 9.7 日）・132Cs （EC 98%, 668 keV，
半減期 6.5日）・136Cs（91%存在する β－線由来の
表 2.　 131Iγ線および 132Cs，137Cs特性 X線の減衰曲線
に基く半減期の読み出し（ピークの γ線数の時
間変化）
　2011年 3月 12日午前 0時を起点とした時間
日時 時間［hr］ 365 keVピーク 32 keVピーク
4月  1日 503 24,651 3,177
4月  4日   609.1 21,244 1,386
4月 15日   929.3  6,100 1,011
4月 24日 1,071.5  3,773   305
4月 29日 1,168  2,794 ─
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福島県広野町の側溝の泥土(1.09g)のγ線スペクトル [各 6時間計測] 
  134Cs[605keV,796keV]の光電ピークが 137Cs[662keV]の光電ピーク(縦線カーソル印が付いている)の
高さ[計数値]に比べて僅かだが小さく変化していっているのが見てとれる。 
 








































図 2-A.　福島県広野町の側溝の泥土（1.09 g）の γ線スペクトル［各 6 時間計測］
134Cs［605 keV, 796 keV］の光電ピークが 137Cs［662 keV］の光電ピーク（縦線カーソル印が付い
ている）の高さ［計数値］に比べて僅かだが小さく変化していっているのが見てとれる。
84─　　─
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176 keV γ線に続く特性 X線，半減期 13日）・
137Csなど原子番号 53～55に由来する核種の特性
X線からの寄与が混じっていると考えられる5）。
事故後 60日ほどでは NaI （Tℓ）検出器では分解
能が低く，1本の光電ピークとなってしまい，特
性 X線ピークから算出した半減期（図 1-C）は 8.54
日であった。これは 131Cs，132Cs，136Csの半減期
に近いともいえる。




野町］の側溝の泥土 1 gのスペクトルの事故後 97
日から 788日までのスペクトルの経時的変化であ











光電ピークと 134Csの 605 keV光電ピークからの
寄与の重なりが避けきれないことによると考えら
れる（図 2-C，表 2-C）。


















表 2B.　（2011年 3月 12日午前 0時を起点とした日数）
年月日 日数［day］ 796 keVピーク
2011/ 6/16 107 114,154
2011/10/31 244 100,192
2012/ 4/ 7 403  95,728
2012/ 4/27 423  88,373
2012/11/16 616 73,139
2013/ 1/17 678  69,737
2013/ 5/ 7 788  60,521
　半減期［年］: 2.073


















表 2C.　 全 7点からは半減期 =11.6年（初め
















変化のグラフを示す（図 3-A，表 3-B1，表 3-B2，
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福島市では側溝の土 : 110 Bq/g ; 表層の砂土 : 1.1 
Bq/g ［2011年 11月］，広野町では側溝の土 : 183 
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で，初めに 131I，続いてゆっくりと 134Cs・137Csが
減少していっている様子が見て取れる（図 3-A，
















仙台市街（側溝） 　 96.5 99 －15 95   5.17 0.713
山形県山寺町 114 118 －54 100   2.4 0.380
山形市街（側溝） 108 122 －57 92   7.2 0.857
遠刈田温泉街（側溝）  88 116 －39 79   1.9 0.279
蔵王山（標高 1,500 m地点）  96 122 －51 81  10.4 1.017
米沢市街  98 148 －83 52   0.43 －0.367
福島市駅西口・（側溝）  63 142 －50 39 233.7 2.369
福島市北部（側溝）  63 142 －50 41  85.2 1.930
南相馬市  26 104 －6 25  27.2 1.435
会津若松市  99 175 －99 9   3.7 0.568
広野町（側溝）  23 －98 －3 －23 188.2 2.275
さいたま市（側溝） 208 －120 －104 －180   3.2 0.505
東京都文京区（側溝） 225 －117 －102 －200   8.7 0.940















図 5.　事故後 2年=731日の飛散放射性物質の分布図（表 4の米沢市街と横浜市街を除いて表示）:
－120 km～0 km［横軸は西から東へ］，－250 km～100 km［縦軸は南から北へ］
垂直軸は比放射能［Bq/g］を常用対数値で表している。
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